
03 04＊新型コロナウイルス感染症にかかわる諸般の事情により、掲載情報に変更がでる場合がございます。最新情報は東京芸術劇場ホームページ等でご確認ください。

5月2日㊋ ▼  7日㊐  東京芸術劇場、周辺各所

5月3日㊌㊗～7日㊐

 DANCE 4  TACT FESTIVAL 2023×ひびのこづえ　
 ダンスパフォーマンス 〈無料パフォーマンスもあり〉

5月5日㊎㊗
 ドビュッシー／こどものためのバレエ音楽「おもちゃ箱」

5月4日㊍～6日㊏
 コンサート・フォー・ワン・ファミリー

 TACT寄席　
5月6日㊏、 7日㊐
詳細はP10、13へ

4月15日㊏　ちいさな生きもの研究所ワークショップ
4月16日㊐　ダンスワークショップ
詳細はP13へ

 ワークショップ・プログラム

 街角LIVE!  〈無料〉　
5月2日㊋～
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TACT FESTIVAL 2023
タクト・フェスティバル 2023

特設サイト
https://www.tact2023.jp/

　昨年も大好評だったコスチューム・アーティス

トひびのこづえが手掛けるダンス・プロジェクト

「DANCE 4」がパワーアップして帰ってくる！  お

とぎ話や自然の生きものなど、さまざまなモチー

フに想を得て展開するダンスパフォーマンスは、

色彩とユーモアに溢れ、まるで魔法のよう。

　ミュージック・プログラムでの注目作品は、ド

ビュッシーの「おもちゃ箱」。この作品は、もと

もとドビュッシーが娘のために作曲したバレエ

のための音楽。今回のタクト・フェスでは、ロー

磨秀のピアノ独奏と振付家・ダンサー、岡本優

演出の8名のダンサーによるパフォーマンス作

品としてお届けする。また、昨年に続き、演奏用

　今年で7回目を数える『ボンクリ・フェス』が、

7月7 ～ 8日に開催決定。アーティスティック・

ディレクターの藤倉大と、スタート時から演奏

と企画の両面でコラボレートしてきたアンサン

ブル・ノマドは欠かせない存在だ。そんなノマ

ドから見たボンクリの魅力とは？ メンバーに話

を聞いた。

  「藤倉さんは自分で作曲するだけでなく、誰が

どういった面白いことをやっているか、つねに

アンテナを張っていて、しかも突出して優れた

バランス感覚の持ち主です。『ノマドの部屋』の

プログラムは、ぼくと藤倉さんが “こんな面白い

作品を見つけた” といったやり取りをしながら

決めていくのですが、藤倉さんからは “女性の作

曲家やヨーロッパ以外の作曲家を入れたい” と

いったリクエストもありました。そうやって広

く世界を見渡せるフェスを池袋で開催できるの

は、彼のセンスあってこそだと思います」（佐藤

紀雄／音楽監督）

　自身が出演するプログラム以外も巡ってボン

クリを楽しみ尽くしているという中川賢一（ピ

アノ）はこう語る。

  「コンサートの形をとっているものとそうでない

もの、アコースティック音楽と電子音楽、ステー

ジ上に演奏者がいるものといないもの……あら

のしつらえをほどこしたアトリエ空間では、演

奏家たちが「あなた（たち）のためだけに」演奏

を披露してくれる「コンサート・フォー・ワン・

ファミリー」も開催。０歳から入場のできるこの

演奏会は、まだコンサートを体験したことのな

い人たちにもおススメだ！

　フェスティバル後半は、人気落語家らによる

「TACT寄席」も開催。ほかにも、子どもと大人が

一緒に参加できる「ものづくりワークショップ」

や「ダンス・ワークショップ」、さらには「街角

LIVE!」などの企画も盛りだくさん！　想像力と

遊び心に満ちた “タクト・フェスティバル” で、

アートを味わい尽くそう！

ゆるスタイルが共存していますよね。スピーカー

から流れる音をホールで聴く『大人ボンクリ』な

んて、外からその風景を見たらかなりシュール。

赤ちゃんから入場できる『ワークショップ・コン

サート』もあるし、疲れたら『電子音楽の部屋』

でぼーっとするのもいい。アトリウムを歩いてい

たら邦楽の即興演奏をしていたりして、なにかし

ら面白いものがある。あらゆる意味でオープンな

ところが魅力です」

　スペシャル・コンサートで大友良英との即興

を披露してくれた子どもたち（通称ノマド・キッ

ズ）は、今年も登場するのだろうか？

  「出演する予定です。ボンクリがはじまって6年

経っていますから、子どもたちの成長には目を

見張るものがあります。はじめは楽器を持って、

決まったところで鳴らすというだけのことが、

だんだんと “こういう音を出そう” と思うように

なって、自分の表現になっていく。その変化を

見ているのがすごく面白いですね。そして子ど

もだけでなく、聴いている大人もまた、音に対

する意識の変化をすべてのプログラムで体験で

きるのがボンクリならではだと思います」（甲斐

史子／ヴィオラ）

　今年のプログラムの詳細は、取材時点ではま

だ発表されていないが、スペシャル・コンサー

トでの最大の目玉は映像とのコラボレーション

だという。

  「大ホールで巨大なスクリーンに映し出される

映像は迫力がありますし、聴き手だけでなく、演

奏している我々も映像から影響を受けて、演奏

や音色が変化していくのはないでしょうか」（佐

藤）

　誰もが自分のペースで自由に楽しめるフェ

ス、ぜひお出かけを。

ゴールデンウィークは、毎年恒例の「タクト・フェス」でアートの世界へ！

笑顔と発見に満ちたアートの探検！
生演奏＋映像、世界初演を含むコンサートや多彩なワークショップを体感しよう！

世界中の「新しい音楽」が集まるフェス、今年も開催！

文：編集部

取材・文：原典子（音楽ライター／編集者）

アンサンブル・ノマド

タクト・フェスはこどもの日を含む
ゴールデンウィークに、子どもと同
じに大人も素直な気持ちで楽しむ日
だと思います。でも子育て中の大人
は、突然に発する子どもの声や泣き
声に躊躇し劇場から足が遠のいた
り、DANCEを劇場へ観に行くのに緊
張する人は、子ども達と一緒にリラ
ックスして楽しみませんか。DANCE
４は、パフォーマーがとても近い空

間で素晴らしい身体をリアルに見せ
つけ、ユニークな衣装と音楽が加わ
り、誰もが笑顔になり、ドンドン引き 
込まれます。いつの間にか小さな子
どもまでが、アングリと口を開け夢
中になっています。言葉がない舞台
なのにいろんな意味や気持ちが身体
から伝わります。ARTはいつも身近
にあり、日常を豊かにする魔法。ぜひ
DANCE 4の魔法にかかってください！

ひびのこづえ
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ボンクリ・フェス 2023
“Born Creative” Festival 2023　
アーティスティック・ディレクター：藤倉大

©Alf Solbakken

photo by Maki Takagi

F u j i k u r a  D
ai

特設サイト　
https://www.borncreativefestival.com/

 ボンクリ前夜祭　7月7日㊎
ヴァイオリンとモーション・センサーの部屋
出演：木村まり

7月8日㊏　コンサートホール
 スペシャル・コンサート A面

ドゥ・ユン／スロー・ポートレーツ（日本初演）
藤倉大／尺八協奏曲（アンサンブル版世界初演） ほか
出演：アンサンブル・ノマド、 小濱明人（尺八）

7月8日㊏　コンサートホール
 スペシャル・コンサート B面

大友良英／新作（世界初演）
ヤスナ・ヴェリチュコヴィッチ／リモート・ミー～2つのリモコンと
3つのコイルのための～（日本初演） ほか
出演：アンサンブル・ノマド、ヤン・バング（エレクトロニクス）
 アイヴィン・オールセット（エレキギター）
 レベッカ・ヘラー（ファゴット）
 ノマド・キッズ ほか

ほか
DANCE 4 

「MAMMOTH」
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